観光、交流居住、エコツーリズムなどについて
１　わが国において本格的な人口減少社会が到来する中で、今後とも大規模な企業立地が望めない山陰地方においては、観光振興からリピーターの確保そして更には交流居住の拡大へと発展させていくことが地域活性化や地域の生き残りのための大きな戦略になるということについて、早急に住民合意を確立することがまずもって必要である。
２　そして、現在の観光や交流居住のニーズの動向を正しく踏まえれば、新たな観光資源を開発したり、新しい観光誘客施設を作ったりするのではなく、現在ある地域資源を観光資源としてブラッシュアップすることが極めて重要であり、これがエコツーリズムの考え方と軌を一にするものであることを住民全体が理解することが重要である。
３　この地域にあり都会にはない歴史、伝統、文化、芸術、生活関連技術、食、自然、景観、アウトドアー、祭事、町並みなどのすべてがエコツーリズムのための資源である。そしてそれは日常生活に根づき、その地域の人たちが日常的に楽しんでいる姿とともにあって、初めて価値があるものである。そのような観点から学校教育、家庭教育、社会教育、観光検定などあらゆる分野で「地域学」を充実していく必要がある。そして、その際には、観光客、リピーター、交流居住者の視点に立って、県境を越えた経済文化圏を一体的に捉えていく必要があり、これまでのような行政圏に基づくエゴイズムを前面に出して顧客に対するサービス精神を忘れるようなことでは、地域の発展は全く望めないであろう。このような観点から、地域学の振興と地域情報の共有は、大山・中海・宍道湖・隠岐圏域全体として取り組んでいく必要があると考える。
４　その際に、それぞれのちいきの特色を強調し、売り込んでいく工夫が必要であり、大山・中海圏域としては、現在は従来型の観光面で松江、出雲が優位にあることを認めた上で、それらと差別化を図る意味でもエコツーリズムに寄与する地域資源のブラッシュアップに心がけることが重要である。例えば、それらは大山の恵まれた自然やそれに育まれてきた美しい集落や水田、またそれに古くから関連する弥生文化の遺跡であり、境港の妖怪や豊富な魚であり、都市機能と近接した弓ヶ浜から皆生に至る美しい海などである。

５　さらに、大山・中海圏域なかんずく米子市周辺地域がまわりの観光資源を活かして生きていくということを考えるならば、中枢性、中心性ということを追求するために、現在弱点となっている東側エリア、つまり淀江、名和、大山北麓の地域資源のブラッシュアップに力を注ぐことが是非とも必要になる。
６　大山・中海・隠岐・宍道湖・出雲などの地域はエコツーリズムの宝庫であり、今後これを柱に地域活性化に取り組んでいくという住民合意を打ちたて、全国ひいては世界に発信するため、まず、住民の意識改革を促す手法として、市民から幅広く「私のお気に入りエコツーリズムプラン（仮称）」を募集して、それらを専門化の目できちんと評価して、その中から大賞、優秀賞、佳作などの表彰を行うとともに、優秀作品集を作成して、広く観光客、リピーター、交流居住者にPRしていくことにより、市民参加のエコツーリズムを確立していくことが望まれる。
７　以上の考え方のもと、地域の生き残り戦略としてエコツーリズムを徹底的に推進するために、やる気と実行力のある人間３０人程度を集めて、市が音頭をとって、エコツーリズム推進委員会を作って徹底討論を行い、やるべきことの書き出しと体系化、さらにはそれを時系列化してすぐやるべきもの、中期的にやるべきもの、長期的に取り組むべきものと分類し、担当責任者を決めて取りかかることにし、すぐやるべきものについては全員の協力を得てすばやい対応を行うことを提案したい。

